
 

 

鳥取県立美術館整備の検討状況について 

                                

                                平成 31 年 1 月 18 日 

                                博   物   館 

 

１ 鳥取県教育委員会公募型プロポーザル方式受注者選定等審査会（美術館整備運営事業） 

（１）日 時  平成３０年１１月２０日（火）午後１時３０分から午後４時まで 

（２）場 所  鳥取県庁 特別会議室 

（３）委 員 

氏  名 役    職    等 

林田 英樹 日本工芸会理事長、元文化庁長官、基本構想検討委員会会長、アドバイザリー委員会座長 

衣笠 幸雄 ＴＢＳテレビ社長室顧問、前ＴＢＳサービス社長、基本構想検討委員会委員 

山梨 俊夫 国立国際美術館館長、前神奈川県立近代美術館館長 

佐治 ゆかり 郡山市立美術館館長、美術館連絡協議会理事 

光多 長温 都市化研究公室理事長、元鳥取大学地域学部教授、元神奈川県 PFI 事業者選定審査会委員 

堀越 英嗣 芝浦工業大学建築学部長、（株）堀越英嗣 ARCHITECT５代表、元鳥取環境大学教授 

遠藤 由美子 公立鳥取環境大学副学長、環境学部教授（建築専門） 

根鈴 智津子 倉吉市教育委員会事務局文化財課長 

池上 祥子 鳥取県地域振興部文化振興監兼文化政策課長 

（４）議題 

   ・審査会運営要綱の制定及び委員長の選任について 

   ・鳥取県立美術館整備の検討状況について 

   ・「未来をつくる美術館」の基本スキーム・事業者選定方法について 

（５）主な意見等 

 ・審査会の委員長に林田英樹氏（元文化庁長官）を選任し、林田委員長から、委員の方々

の専門的知見に加えて PFI制度を十分理解しながら丁寧な審議をしていきたいとの挨拶

があった。 

①施設整備 

・基本計画の諸室の規模について狭い箇所があると感じる。施設全体で一律の整備でなく、 

例えば、収蔵エリアは美術品収蔵のためのしっかりとした造りとしながらも事務エリアは

一般的なレベルとするなど、各部屋によって求められる水準が異なる施設では、坪単価は

エリアや諸室毎に異なるだろう。重要なのはメリハリである。民間事業者がよりコストコ

ントロールをしやすくするには事細かに諸室毎の面積制限を設けない方が良いのではな

いか。 

・海外の美術館では、エントランスホールやロビーでユニークベニューに取り組んでおり、 

        美術館の特別感が演出でき美術館の顔になる場所であり、事業者が自由な形で活用でき 

る場として、面積も含めて提案できることが必要である。 

・建築は収蔵品とバランスを取る必要があり、収蔵品、展示内容、展示方法の方向性が事

業者に明らかにされている方が、結果として質の高い設計が生まれやすいと考える。 

・事業者からの提案に係る前提条件について、物理的な根拠に基づいたものであるならば

良いが、提案を制限してしまうような前提条件を設ける重要性は低いと考える。なるべ

く民間事業者の創意工夫が発揮されるような枠組みとしてほしい。 

②官民連携 

・官民双方の協働が成功するために必要なのは細かく業務分担がされていることではなく

同等の能力を持った者同志が同じ方向性を持って取り組んでいくことであると認識して
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いる。 

・「展示室」であっても、県民ギャラリーと常設展示室、企画展示室は動線や管理方法等が

異なるので、部屋の機能やスタッフの配置等についても熟知された提案であることが必

要であり、評価の重要な視点である。 

  ・ポップカルチャーに係る展覧会を PFI 事業者が主体で実施するように見受けられるが、

美術館に対する評価にも繋がる責任のある業務である以上、民間事業者の学芸的な面で

の能力を評価することも必要ではないか。 

・民間との連携については、他施設での課題や状況等もよく確認しながら、上手く連携で

きるよう検討してほしい。 

③事業者選定プロセス 

 ・美術館整備で設計は重要な要素である一方、提案内容を公開プレゼンで公にする事業者

への配慮も必要となる。 

 ・PFI 手法において公開プレゼンを実施することに問題がないか懸念があるので、事業者

の声もよく聞いてほしい。 

④その他 

・鳥取の文化、鳥取らしさがどのように理解され、わかりやすく表現されているかの視点 

が重要となる 

・いろんな世代の方々が美術館に来ていただける事業展開を盛り込むべき。 

・障がい者アートをはじめとした県の主要施策との連携も評価項目として重要である。 

・県内産業への貢献の評価は、「地元企業等が入ることでこんないいアイデアが出た。」な 

どの提案を評価すべき。 

・他県の美術館において、建築の質が高くないにも関わらず成功した事例、また設計の質

は高いもののコストも高いといった事例があるように思う。本事業では、そうした事例

について分析もしながら検討を進めてほしい。 

（６）今後の対応 

・民間事業者に対するマーケットサウンディングなどを行い、必要な修正などを検討した上

で、事業者に公表する実施方針、要求水準書（案）について、次回の第２回審査会で議論

していただき、その内容を県議会へ報告した上で、実施方針の公表を行う。 

・３１年７月頃を想定する入札公告までに審査会を複数回開催し、落札者決定基準（評価項

目及び配点等）を決定していただく。 

 

２ 美術館フォーラムの開催 

（１）日 時  平成３０年１２月１５日（土）午後２時から午後４時５０分まで 

（２）場 所  倉吉未来中心 小ホール（参加者：約３５０名） 

（３）主 催  県立美術館と共に歩む中部地区の集い協議会 

共 催  鳥取県、鳥取県教育委員会 

（４）概 要  ①基調講演：「美術館から感性を磨く」 

講師：蓑 豊 氏（兵庫県立美術館館長・金沢 21 世紀美術館特任館長） 

②パネルディスカッション「作ろう！支えよう！みんなの県立美術館」 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ: 佐伯 健二 氏（協議会応援団部会長） 

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ：<高校関係>   伊東 寛敏 氏（版画家・高校教諭） 

               <大学関係>  前田 夏樹 氏（鳥取短期大学准教授） 

               <子ども親世代> 福本 奈美 氏（介護士）  

               <近隣地域住民> 吉田 圭子 氏（株式会社ヨシダ(BY ﾖｼﾀﾞ)会長） 

               <美術愛好家>   井上 裕貴 氏(倉吉博物館協会理事、百花堂委員会副会長) 

③大会アピール「作ろう！支えよう！みんなの県立美術館」 

  読上げ：知久馬 麻理氏（三朝温泉旅館協同組合おかみの会 会長） 



 

 

④美術館紹介パネル展示コーナー 

本県の美術館整備基本計画の概要と、最近整備された国内の主な美術館７館

について、コンセプトや建築デザイン等を紹介 

兵庫県立美術館、神奈川県立近代美術館葉山館、金沢 21 世紀美術館、青森県

立美術館、大分県立美術館、富山県美術館、大阪中之島美術館 

※フォーラム終了後、倉吉市、三朝町ほか中部地区を中心に巡回展示。 

（５）主な発言内容 

 ①基調講演：「美術館から感性を磨く」 

・金沢 21 世紀美術館や兵庫県立美術館での取組みや海外の美術館や地域での取組等を紹介し

ながら、国内外の倉吉市と同規模の街でも「美術館が街を変えていく、街が元気になる」

事例や、「美術館で子どもたちの感性を磨く」ことによる学力向上への効果があったことな

どを紹介された。 

・建築も大切な要素であり、恭しく敷居の高い美術館ではなく、気軽に立ち寄れる公共の広

場のような美術館をつくってほしい。 

・思いを持って動かすのは人であり、10 年後の未来を見据えビジョンを持ち動けば成功する。 

・開館までに「わくわくドキドキさせる仕掛け」をやり続けることが大事。人を集めるため

のボランティアや資金集めは、開館してからでは遅い。 

②パネルディスカッション：「作ろう！支えよう！みんなの県立美術館」  

・「県民みんなの美術館」づくりに向けて、特に地元中部地区の住民が、どのように「自分事」

として主体的に関わり支えていくのか。 

・美術館に絡めた自主的な活動を勝手にやっていいものかと悩んでいた。 

・学生に美術館のことを知ってもらうため、短大でカウントダウンボードづくりなど学生と

盛り上げていきたい。 

・自分が役に立てることを無理せず楽しくやっていきたい。 

※当日参加者にボランティア募集が行われ、30 名近くの参加意向が寄せられた。 

③大会アピール：「作ろう！支えよう！みんなの県立美術館」 

美術館は格式高いものという固定概念があるが、日常的に普段から楽しみながら利活用できるこ

とを望む。自分たちが望む美術館をつくりあげていくためには、県民が知りたい、関わりたいと思

う動機づくり、自分たち自身の感性を磨いていくことが必要。 

2024 年度開館の県立美術館について、子どもから大人まであらゆる人が関わり、つくり上げてい

くこと、互いを尊重し楽しんで利活用し支えていくことを確認し、大会アピールとする。 

 

３ 今後のスケジュール（案）

 


